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研究成果の概要（和文）：我々は、自我障害が統合失調症の中核的な障害であること、統合失調症診断における
シュナイダーの一級症状（FRS）の重要性に基づき、FRSの自我障害に関連する属性尺度が統合失調症の発症予測
に役立つのではないかという仮説をたて、性格や行動の特徴だけでなく、さまざまな精神病理学的特徴をみるた
めに広く用いられているMMPIの項目を用いた尺度を開発した。新たに開発したSelf-Aは、十分な信頼性と妥当性
を示した。またこの尺度を使い、FRSの自我障害に関連する性格や行動の特徴が、統合失調症の発症前にすでに
明らかになっていることを初めて示した。

研究成果の概要（英文）：Based on the notion of self-disorder as a core disturbance of schizophrenia 
and the significance of FRS in schizophrenia diagnosis, we hypothesized that this scale of 
self-disturbance-related attributes could be predictive for schizophrenia development. In the 
present study, we developed a scale to measure MMPI-derived attributes found in schizophrenia 
patients with self-disturbances of FRS. The newly developed Self-A to assess the attributes relating
 to the self-disturbances of FRS revealed the adequate reliability and validity. 

研究分野： 臨床心理学、精神医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
統合失調症は若年期に発症する代表的な精神疾患の一つであり、機能低下を伴いながら慢性化する傾向があり、
治療開始の遅れは臨床転帰に悪影響を及ぼすため、早期診断・早期治療が重要となる。現在、統合失調症を含む
精神病性障害の発症リスク状態（ARMS）は臨床的特徴により診断されるが、ARMSから精神病への移行率は2年間
で約30％、そのうち統合失調症が約60％程であり、より高い精度で精神病発症を予測する指標の開発が求められ
ている。今回開発したSelf-Aは、神経認知機能、神経生理学的機能、神経脳画像による脳構造・脳機能など他の
予測マーカーと組み合わせることで統合失調症の早期診断の向上に寄与すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
統合失調症は、若年期に発症する代表的な精神疾患の一つであり、機能低下を伴いながら慢性化
する傾向があり、治療開始の遅れは臨床転帰に悪影響を及ぼすことから、早期診断・早期治療が
重要となる。現在、統合失調症を含む精神病性障害を発症する臨床的ハイリスク（CHR）やリス
クのある精神状態（ARMS）は、臨床的特徴によって診断されているが、ARMS から精神病への移
行率は 2 年間で約 30％、そのうち統合失調症が約 60％を占めることが報告されている（Paolo 
Fusar-Poli, 2013）。そのため、より高い精度で精神病発症を予測する指標の開発が求められて
いる。 

現象学的精神病理学では、自己経験の乱れが統合失調症の中核的特徴であると考えられてい
る。主観的体験の異常を具体的に評価するために、いくつかの症状チェックリストや自己評価尺
度が開発されている。最新のメタアナリシスでは、他の精神疾患や健常対照者と比較して、統合
失調症スペクトラム（統合失調症と統合失調型パーソナリティ障害）で自我障害が特異的に発現
することが示されている。近年、早期診断の研究では、精神病への移行の予測因子として自我障
害に注目している。 

シュナイダーの一級症状（FRS）は、統合失調症に特徴的な症状から構成されており、その一
部は、自我障害、すなわち、身体的被影響体験、思考の被影響体験（考想奪取、考想吹入、考想
伝播）、および感情・欲動・意志の領域における他のすべてのさせられ体験・被影響体験である。
歴史的に FRS は、統合失調症の診断において特に重要視されてきた。しかし、統合失調症に対す
る FRS の診断特異性が懸念され DSM-5 から削除された。ICD-11 では、DSM-5 に足並みをそろえ
FRS による診断の重みづけを廃止したものの、統合失調症の中核症状として自我障害を独立して
公表した。最近のコクラン・レビューでは、FRS を使用している専門医の統合失調症診断の感度
は 57％、特異度は 81％と報告されている。このレビューでは、新しい検査が利用可能な場合に
は、より良い結果が得られる可能性を指摘しているが、FRS は統合失調症分類のためのシンプル
で有用な臨床指標であることを確認している。また、FRS の重要性を縮小することは正当化され
るかもしれないが、FRS は依然として臨床家の診断プロセスの有用な助けとなることが示唆され
ている。Global Clinical Practice Network に掲載された統合失調症診断ガイドラインでは、
自我障害について、その現象に対する説明が妄想性である場合、自我障害と妄想の 2 つの要件を
カウントすることとし、単独で統合失調症の診断基準を満たす構成となっており、他の症状には
ない重みづけがされている。統合失調症診断の実地試験結果では、精神科医間の一致率（k 係数）
が 0.87 であり、ICD-11 を用いた診断の信頼性が確認されている。 

Minnesota Multiphasic Personality Inventory（MMPI）は、性格や行動の特徴だけでなく、
さまざまな精神病理学的特徴を見るために広く使用されている自己報告式の指標である。いく
つかの先行研究では，MMPI が遺伝的ハイリスクの被験者における統合失調症の予測に有用であ
ることが報告されており、そのうちの 1 つの研究では，MMPI の項目を用いて病前の自我障害の
指標を作成している。 
 
 
２．研究の目的 
我々は自我障害が統合失調症の中核的な障害であるという先行研究と、統合失調症診断におけ
る FRS の重要性に基づき、FRS の自我障害関連尺度が統合失調症の発症を予測できるのではない
かという仮説を立てた。 

本研究では、FRS の自我障害を持つ統合失調症患者に見られる属性を測定する尺度を MMPI の
項目を用いて開発し、その信頼性と妥当性を確認した後、ARMS 患者に適用し、縦断解析により
統合失調症の発症予測精度を調べることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、統合失調症（Sz）患者 153 名、ARMS 患者 83 名、健常対照者（HC）154 名を対象と
した。 

統合失調症患者は、ICD-10 研究用診断基準を満たし、富山大学医学部附属病院精神神経科の
入院患者および外来患者から募集した。診断は経験豊富な精神科医により Comprehensive 
Assessment of Symptoms and History（CASH）を用いた構造化臨床面接により行われた。「初回
エピソード」に割り当てられた患者は、「単一の精神病エピソード」と「罹患期間が 1.5 年未満」
と定義された。 

ARMS 患者は、早期介入に特化した地域の臨床サービスである富山県相談支援事業（CAST）か
ら登録された。対象者は、過去に顕在化した精神病エピソードを持たず、CAARMS（Comprehensive 
Assessment of At-Risk Mental States）に基づいて診断された。減衰性精神病症候群（APS）
（N=81）、短期間欠性精神病症状群（BLIPS）（N=3）、遺伝的リスクと機能低下を呈す群（GRD）（N=14）
のいずれか 1 つ以上を満たす必要があり、APS と BLIPS の両方の基準を満たした者は 1 名、APS



と GRD の両方の基準を満たした者は 14 名であった。 
HC 対象者は、地域住民、病院関係者、大学生から募集した健康なボランティアで構成された。

家族や過去の経歴、現在の病気に関するアンケートを行いました。被験者は 1 親等以内の親族に
精神疾患の病歴がないことを確認した。 

対象者は全員、調査時点で身体的に健康であり、重篤な頭部外傷、神経疾患、物質乱用障害の
既往歴は認めなかった。本研究は，富山大学医療倫理委員会の承認を得ており、研究内容を十分
に説明した後，被験者全員から書面によるインフォームド・コンセントを得た。  
(1)Self-A の作成 
Self-A 尺度を作成するために採用された参加者は、76 名の Sz 患者群と、患者群に年齢、性別を
マッチングさせた 70 名の HC 群であった。参加者全員に MMPI を実施し、妥当性尺度の T スコア
に異常がある場合は除外した。550 の MMPI 項目それぞれについて、両群での回答頻度（すなわ
ち、TRUE または FALSE）を算出した。Sz 群と HC 群の間で回答頻度に 0.5 以上の効果量（Cohen, 
1992）の差が見られた項目を，Self-A 尺度の候補項目とした。 

Sz 群では，経験豊富な精神科医が SAPS（Scale for Assessment of Positive Symptoms）およ
び SANS（Scale for Assessment of Negative Symptoms）を用いて臨床症状を評価した。SAPS の
P2（妄想）サブスケールの FRS 自我障害症状を表す 5 項目（項目 15、項目 16、項目 17、項目 18、
項目 19）のうち、少なくとも 1 項目で 2〜5（軽度〜重度）と評価された患者を自我障害（Sd）
群に分類した。。この 5 項目で 0 と評価された患者は、非自我障害（NSd）群に分類された。上記
の MMPI の候補項目のうち，Sd 群と NSd 群の回答頻度に効果量が 0.5 以上の差を示した項目を選
択し，Self-A 尺度を構成した。 
(2)Self-A の信頼性、妥当性 
尺度作成とは別のコホートとして、34 名の Sz 患者が募集された。このグループにも MMPI を実
施し、SAPS と SANS を用いて臨床症状を評価した。Self-A 尺度の内部一貫性の信頼性を評価する
ために、Cronbach のα係数を用いた。収束的妥当性を評価するために、Self-A 尺度の得点と SAPS
の FRS 自我障害症状 5 項目の合計得点との相関関係を調べた。また弁別的妥当性を評価するた
めに，SAPS および SANS を用いて評価した自我障害以外の精神病症状と Self-A 尺度のスコアの
相関を分析した。 
(3)Self-A の診断予測性 
早期精神病患者に対する Self-A 尺度の適用性をさらに検証するため、ARMS 患者 83 名、初回エ
ピソード統合失調症（FES）患者 43 名、HC84 名を含む異なるサンプルに Self-A 尺度を実施し、
3 群の得点を比較した。すべての ARMS 患者は、富山大学医学部附属病院精神神経科で注意深く
フォローされた。10 名の被験者が臨床的フォローアップ期間中に CAARMS 基準の精神病を発症し
た（ARMS-P；インテークから精神病発症までの平均期間は 0.9±1.1 年）。精神病の診断名は，統
合失調症（n＝9）と精神病症状を伴ううつ病（n＝1）であった。2 年以上の追跡期間中に精神病
を発症しなかった ARMS 対象者（n＝28，平均＝5.0，SD＝3.4 年）を ARMS-NP とし、ARMS-P と ARMS-
NP におけるベースラインの Self-A 得点についても比較した。 
（4）統計解析 
臨床的および人口統計学的データは，Student's t-test，一元配置分散分析（ANOVA），またはカ
イ二乗検定を用いてグループ間で比較した。2 群間の MMPI の各項目における回答の頻度は、カ
イ二乗検定、セルサイズが 5 以下の場合はイエーツ補正、予想されるセルサイズが 5 以下の場合
はフィッシャーの正確検定で評価した。MMPI 比較のためのカイ二乗検定の有意差基準を調整し、
大きな効果量を確保した（Cohen's w = 0.5）（Cohen, 1992）。Spearman の順位相関係数を用い
て，Self-A 尺度の得点と SAPS および SANS の精神病症状の得点との相関を分析した。相関係数
の効果の大きさは，5 段階で評価した（ほとんど相関がない場合は 0.00～0.30，低い相関は 0.30
～0.50，中程度の相関は 0.50～0.70，高い相関は 0.70～0.90，非常に高い相関は 0.90～1.00）
(Kotrlik, 2011)。Self-A 尺度のスコアのグループ比較には、年齢と教育を共変量とした共分散
分析（ANCOVA）を用いた。 
統計解析は，SPSS 25(SPSS Inc., Chicago, Illinois)を用いて行った。検出力分析には，G*Power 
3.1（Faul, Erdfelder, Lang, & Buchner, 2007）を用いた。 
 
 
４．研究成果 
本研究では，FRS の自我障害に関する属性を評価する新しい尺度 Self-A を開発し，統合失調症
の早期診断における有用性を検討することを目的とした。Self-A を構成する項目は，FRS の自我
障害を有する統合失調症患者と有していない統合失調症患者の違いに基づいて，MMPI の項目か
ら経験的に選択された。Self-A は、尺度開発とは異なる統合失調症患者のコホートにおいて、
FRS の自我障害症状と高い相関を示すとともに、良好な内部信頼性を有することが示された。こ
の研究では、FES 患者と ARMS 患者の Self-A スコアが HC よりも高く、ARMS-P 群のスコアは ARMS-
NP 群よりも高く、FES 群と同程度であったことから、Self-A が ARMS の時期において将来の統合
失調症を予測するのに役立つことが示唆された。 

自我障害を測定するためにはこれまでにいくつかの尺度が開発されてきた。EASE（Examination 
of Anomalous Self-Experience）は、基本的な自己認識の障害を現象学的に調査するための反抗
増加症状チェックリストである（Parnas et al., 2005）。EASE は、障害された自己経験を評価



する最も包括的な尺度となっている。しかし、EASE は高度に熟練した面接者を必要とし、評価
に時間がかかるため、臨床現場での使用には必ずしも機能的ではないことが指摘されている。
SDO尺度は、EASEの内容ドメインとの類似性に基づいて選択された 32の MMPI項目からなる EASE
の代理尺度である（Parnas t al., 2016）。自己経験生涯頻度尺度（SELF）は、Depersonalization 
Severity Scale の項目を含み、EASE と CAARMS に基づく質問で補完することで構築された 12 項
目の質問票である（Heering et al.2016）。Inventory of Psychotic-Like Anomalous Self-
Experiences（IPASE）も、異常な自己体験の自己報告型尺度であり、その項目は異常な自己体験
の現象学的記述に基づいている（Ciceroet al., 2016）。異常な自己経験を現象学的に評価する
ために開発されたこれらの先行尺度とは対照的に，Self-A は FRS の自我障害を持つ統合失調症
患者と持たない統合失調症患者の間で異なる属性に基づいて経験的に構成されている点が特徴
である。Self-A のために選択された MMPI 項目の中には，現象的には自我障害に特異的ではない
と思われるものもあったが，検証研究では Self-A 自体が自我障害症状と高い相関を示した。こ
れは，患者の非特異的な訴えが、より詳細に掘り下げて探索すると、特異的で明確な経験の異常
を意味することが判明するという考え方（Parnas et al.，2016）と関連しているのかもしれな
い。 

本研究では、Self-A は FRS の自我障害と高い相関があるだけでなく、幻覚、特に幻聴と中程
度の相関が認められた。理論的には、幻聴は、患者が自分の考えや声にならない音声を外部から
来たものとして認識することで説明できる(Johns & McGuire, 1999) (Johns et al., 2001) (Fu 
et al., 2006)。統合失調症の症状の因子分析研究では、自己の乱れと幻覚が一緒に分類され、
疎外症候群として指定できることが示された(Yuasa et al., 1995)。23 件の研究のメタアナリ
シスでは、統合失調症患者の自己認識が低下すると、幻聴が顕著になるという一貫した証拠が示
されている(Waters et al.,  2012)。さらに、幻聴の実験的研究では、現象的代理外在化（他者
の「声」を聞く）と現象的空間外在化（頭の外の「声」を聞く）が、自己の異常体験という広い
文脈で理解できることが示唆された（Stephane, 2019）。Self-Aと幻聴との間に見られた相関は、
これまでの研究で示唆されたこのような内部関係を反映しているのかもしれない。 
また、本研究では、Self-A は形式的思考障害と弱い相関を示した。形式的思考障害は、精神医
学では基本的に認知的な問題として考えられているが（Hart & Lewine, 2017）、基本的自我障害
モデルを通しても概念化されていた（Sass et al., 2017）。今回の結果は、この考え方を支持す
るものと考えられる。一方、Self-A と陰性症状との間には有意な相関は見られず，自我障害と
陰性症状との間に強い相関が見られた先行研究とは異なる（Vaernes et a., 2019）。この 2 つの
研究は、対象としたサンプル（統合失調症患者 vs ハイリスク被験者）や，自我障害の測定（Self-
A vs EASE）、陰性症状の測定（SANS vs SOPS）に用いた尺度が異なるため，自我障害と陰性症状
の関係を理解するためには，今後さらなる研究が必要である。 

本研究では、Self-A が差し迫ったリスクを持つ被験者の精神病の発症予測に役立つ可能性が
示唆された。本研究の結果は，EASE や SDO で評価された自我障害が臨床的ハイリスク対象者の
精神病への移行を予測したこと（Nelson et al.，2012 年）や、遺伝的ハイリスクコホートにお
ける統合失調症スペクトラム診断を予測したこと（Parnas et al.，2016 年），あるいは非精神
病で援助希求性のある青年を予測したこと（Koren et al.，2020 年）を示したいくつかの先行
研究と一致する。Self-A は、診断可能な統合失調症患者では観察されたが、ARMS 患者では明ら
かに見られなかった FRS の自我障害症状に関する属性に基づいていることに注意が必要である。
しかし、ARMS 患者のうち、後に精神病性障害に移行した被験者は、FEP 患者や確立された統合失
調症患者に見られるものと同等の神経認知、神経生理学、神経画像の異常を特徴としており、精
神病発症前に神経生物学的変化が生じていることが示唆されている。また、Self-A は、まだ FRS
として表立って現れていない自我障害に関連する行動の変化にも敏感である可能性があるかも
しれない。Self-A は、スクリーニングとして、あるいは他の予測マーカーと組み合わせて、真
に精神病や統合失調症を発症する危険性のある人を検出するための有用なツールとなるかもし
れない。 

この研究にはいくつかの限界がある。第一に、すでに述べたように、Self-A は自我障害の現
象学的記述に基づかない経験的なアプローチによって開発された。そのため，Self-A の有効性
は十分に認められたものの，自我障害の症状の特異性が損なわれた可能性がある。第 2 に、精神
病発症の予測については，各患者の症状の詳細な経時的評価が行われたものの、ARMS-P 群のサ
ンプルサイズが小さかった。第 3 に、ARMS-P 群はサンプル数が少ないため、後に統合失調症を
発症する ARMS の人と他の精神病を発症する ARMS の人との間で Self-A がどのように区別される
かを検討することができなかった。最後に、我々は ARMS-NP 群を少なくとも 2 年間追跡したが、
ARMS の精神病への移行リスクも 2 年後に徐々に増加するため（Fusar-Poli et al., 2012）、将
来的には移行リスクが残る。そのため，より多くのサンプルとより長い臨床経過観察を伴うさら
なる研究が必要である。 

結論として、FRS の自己妨害に関する属性を評価するために新たに開発した Self-A は、十分
な信頼性と妥当性を示した。この尺度を用いて、FRS の自己妨害に関連する性格や行動の特徴が、
統合失調症の発症前にすでに明らかになっていることを初めて示した。Self-A は、他の予測マ
ーカーと組み合わせることで、統合失調症の早期診断の向上に寄与すると考えられる。 
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